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• 産業技術総合研究所で行った津波堆積物調査結果は，同研究所により津波堆積物データベースを通じて公開されている。茨城県～千葉県において「津
波堆積物（イベント）堆積物が見つかった場所」とされているのは，茨城県日立市十王町の調査結果のみである（2017年3月末時点）。

既往津波の文献調査（津波堆積物調査） 津波堆積物の分布

産業技術総合研究所津波堆積物データベースに収録された「津波堆積物（イベント）堆積物が見つかった場所」の分布
※「判断できなかった」としているものを含む。
※九十九里浜では調査位置が収録されているが，「津波堆積物（イベント）堆積物が見つかった場所」の表示はない。

凡例

：イベント堆積物が見つかった場所

：津波堆積物を見つけるために掘削調査をした場所（掘削地点の位置情報のみ）
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現在の海岸線

標高5mの等高線

2011年の津波堆積物5

貞観以降の津波堆積物

検出されず

2011年の浸水域上限

既往津波の文献調査（津波堆積物調査） 茨城県日立市十王町における調査結果

津波
堆積物

津波
堆積物

津波
堆積物

津波
堆積物

津波
堆積物

茨城県日立市十王町における津波堆積物調査結果の概要（Sawai et al.(2012)に加筆）

津波堆積物の平面分布

断面内の構造（津波堆積物は黄色）

コアの構造とC14年代

※数値はC14年代値
（薄い文字は採用しなかった値）

• 津波堆積物に関する文献調査を行った結果，発電所に最も近い地点として，日立市十王町（発電所から約25km地点）で津波堆積物が確認されている。
（澤井（2012），Sawai et al. (2012) ）

• Sawai et al. (2012)で示される津波堆積物調査結果は，茨城県日立市十王町の低地の水田地帯においてハンドコアラーやハンディージオスライサーにより
取得した柱状堆積物試料の分析結果である。年代分析は泥炭から取得した有機物のC14年代測定により行っている。

• 澤井(2012)は，この地点では2011年東北地方太平洋沖地震津波による砂やデブリ（植物片など）も検出されているが，以前の津波堆積物と分布範囲が大
きく異なっており，これは地形等の人工改変による影響であろうとしている。

調査位置図
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• Sawai et al.(2012) は，日立市十王町で確認された津波堆積物は，仙台平野や福島県南相馬市小高と共通のものではないとしている。日立市十王町では
869年貞観津波より後に約1000年間で３回分の津波堆積物がみられ，そのうち最新のものは1677年延宝房総沖地震津波に対比されるとしている。

• Pilarczyk et al. (2016)は，千葉県九十九里浜において津波堆積物の特徴を有する２層の砂層を確認したとしている。このうち上位の砂層は1677年延宝房
総沖地震津波に対比され，下位のイベントは979～903年前と推定している。

既往津波の文献調査（津波堆積物調査） 発電所周辺における調査結果

869年貞観津波による堆積物

日立市十王町で確認された津波堆積物

宮城県～茨城県で確認された津波堆積物の分布と推定年代（Sawai et al.(2012)に加筆）



5

• Yanagisawa et al.(2016)は，古文書及び津波堆積物調査に基づき，1677年延宝房総沖地震津波が銚子市の小畑池（T.P.+11.3m）に浸水したと解釈した。
• Yanagisawa et al.(2016)は， 津波の遡上シミュレーションを実施した結果，1677年の津波に関する既往断層モデルでは小畑池への浸水が再現できなかっ

た。そこで，既往断層モデルのすべり量を割増すことにより，銚子市付近の浸水範囲を概ね再現するモデルを決定しているが，広域の痕跡高との関係は
検証されていない。広域の痕跡高に対しては過大となる可能性が高く，1677年の津波の再現モデルとしての適切さについては検討の余地がある。

(a)1677年延宝房総沖地震津波の推定波源位置
(b)千葉県銚子市付近の標高分布と古文書に基づく1677年の津波影響範囲
（●：津波被害あり，○：津波被害なし）
(c)小畑池～君ヶ浜周辺の航空写真

1677年の津波が小畑池に浸水したと解釈した根拠：
• 古文書「玄蕃先代集」の記述

津波が複数の村に被害を与えた。津波は君ヶ浜近傍の浜堤（T.P.+13m）を越流し，
海岸で約1万本の木を倒壊させ，君ヶ浜から500m内陸にある小畑池(T.P+11.3m)に
到達した。

• 津波堆積物調査
小畑池の底40点からコアを採取し，分析を行った。君ヶ浜からの浸水経路となる北
に向かって厚くなる1～18.5cm厚砂層が検出された。C14年代分析及び火山灰分析
により，砂層は西暦1405年から1707年に堆積したと推定された。
池の標高や海岸からの距離からみて，暴浪による堆積の可能性は低いとした。
年代からみて1703年元禄関東地震津波の影響も否定できないが，波源域がこの地
点に正対していることから，1677年に形成された津波堆積物であると判断した。

既往津波の文献調査（津波堆積物調査） 千葉県銚子市における調査結果

コア採取位置

コア構造
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既往津波の文献調査（津波堆積物調査） 1677年延宝房総沖地震津波の調査結果

• 竹内他(2007)に基づけば，1677年延宝房総沖地震津波による敷地周辺の津波浸水高（推定）は，茨城県那珂湊（現ひたちなか市）で4.5～5.5m，福島県小
名浜で4.0～6.0mと示されている。

• 茨城県日立市十王町は小名浜と那珂湊の中間に位置しており，小名浜や那珂湊と同程度の津波が到達したと推定される。
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延宝房総沖地震津波の千葉県沿岸～福島県沿岸での痕跡高調査
（竹内他(2007)に加筆）

（渡辺(1998)）
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第390回審査会合
資料１－２ 修正

銚子市日立市十王町
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• 基準津波は，茨城県沖から房総沖に想定するプレート間地震の津波波源に基づき，大すべり域及び超大すべり域等の不確かさを考慮し，評価地点（東
海第二発電所）で最も津波水位が大きくなる津波としている。

評価地点：東海第二発電所防潮堤前面で17.1m（基準津波）
評価地点：銚子市で約30m（A-8）

• 以上より，基準津波で用いた茨城県沖から房総沖に想定するプレート間地震の津波波源による津波水位は，銚子市で津波堆積物調査から推定された津
波痕跡高を上回る。

茨城県沖から房総沖に想定する津波波源の水位と1677年延宝房総沖地震津波の痕跡高との比較

基準津波
（茨城県沖から房総沖に想定する津波波源）

延宝房総沖地震津波の
千葉県沿岸～福島県沿岸での痕跡高調査（竹内他(2007)，Yanagisawa et al.(2016)）と

基準津波による津波高さの比較

延宝房総沖地震津波の
千葉県沿岸～福島県沿岸での

痕跡高調査（竹内他(2007)に加筆）

Yanagisawa et al.(2016)の痕跡データ（銚子市）

Yanagisawa et al.(2016)の痕跡データ（銚子市）

千人塚

浜町

馬場町

君ヶ浜浜堤

小畑池
君ヶ浜

外川

名洗

■：痕跡位置
■：計算値

A-7

A-13



8

• 基準津波の遡上域と澤井(2012)の津波堆積物結果を比較し，基準津波の遡上域が上回っていることを確認した。

地質学的証拠及び歴史記録等による確認

• 基準津波の規模が，敷地周辺における津波堆積物等の地質学的証拠や歴史記録等から推定される津波の規
模を超えていることを確認した。

基準津波による日立市十王町の最大浸水深分布

（澤井(2012)）

高萩

日立市十王町

0 4 10 (m)2 6 8

日立市十王町

第390回審査会合
資料１－２ 修正
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• 澤井(2012)によると，日立市十王町で実施した津波堆積物調査の結果，海岸線から約600ｍの低地において津波堆積物が確認されているが,堆積
物の年代は明確ではないとしている。

（澤井(2012)）

1. 文献調査

1.1 既往津波の文献調査（津波堆積物調査）
第320回審査会合
資料１－２ 再掲


